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●わかりやすい温泉成分の表示の検討 
●人の感覚を中心とした項目の選定 

●インフォグラフィックを用いた親しみやすいデザイン 
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大分県は、源泉数、湧出量ともに日本一であり、豊富

な温泉資源に恵まれています。県内 18 市町村中、16 市
町村で温泉が湧出しており、療養泉の分類では、10 種類

中 8 種類の温泉が湧出しています。 

しかしながら、その成分的魅力が観光分野において十
分に活用できておらず、観光客やこどもにわかりやすく

発信したいという声もありました。わかりやすい温泉成

分の表示として発信されているものはありますが、直感
的にイメージできるものは少ないのが現状です。 

項目は、療養泉の分類や人の感覚を中心に選定しまし
た(表 1)。図の作成では、インフォグラフィックを用いる

ことで、簡潔で親しみやすく表現することを目指しまし

た(図 1)。記載情報として 11 項目を挙げ、塩類泉の該当
は 2 段階、浸透圧及び塩類泉の項目は 3 段階、その他を

5 段階で区分しました。区分の条件として、鉱泉分析法

指針や県内の温泉成分の割合等も考慮しました。 
においや揮発する項目として、鉄(Ⅱ,Ⅲ)イオン、遊離

二酸化炭素、遊離硫化水素を湯気で表現しました。つる

つるした肌触りの項目を pH、しっとりした保湿の項目を
メタけい酸とし、ツヤを表すひし形としました。源泉等

の泉温は湯の色で表現しました。溶存成分に関連する項

目は、塩類泉を参考に、塩化物、炭酸水素塩類、硫酸塩
類として、木おけで表現しました。溶存物質は、塩類泉
の該当の項目と、浸透圧の項目に分けて記載しています。 

インフォグラフィックを用いた成分表示は、県内の複
数の温泉施設で活用され、分かりやすいと好評です。 

現在、図を作成するための Web アプリケーションを開

発しており、デジタル化に取り組んでいます。併せて、
関係機関や市町村と連携し、観光情報等に活用する方向

で進めています。 

【表 1】構成要素と区分 

【図１】温泉成分インフォグラフィック 
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